
準備することと全力で取り組むこと 

校長 髙 橋  健    

 ５月 21日は晴天に恵まれ、運動会を開催することができました。ご家族の皆様には応

援に駆けつけていただき、誠にありがとうございました。また、運動会に向けて PTA 奉

仕作業として、16 日にグラウンド整備にご協力いただきました。きれいに整えられたグ

ラウンドで当日を迎えることができたことに重ねてお礼申し上げます。 

 

 今年の運動会は最後まで赤組白組のどちらが勝つか分からない展開で、徒競走と団体競

技（親子競技と全校リレー）の合計得点で争う総合優勝は、わずか１点差で白組が勝利し

て幕を閉じました。 

 競技の中で私が最も心に残っているのが、「全校リレー」です。レースは、白組が先行し、

途中で赤組が追いつき、最終的に赤組が逆転するという劇的な展開となりました。このレ

ース展開以上に胸を打たれたのは、一人一人の子どもたちの全力の姿です。前走者を待っ

ているときの緊張した表情、バトンを受けた後に力の限り走る姿、バトンを渡した後も続

くメンバーへの大きな声援。全員の全力が結集したことで、あのレースになりました。 

 

当日を迎えるまでに、子どもたちは体育の授業でリレーの練習を重ねてきました。走

る練習はもちろん、特にバトンパスに重点をおいて練習したそうです。中には、昼休みに

自主練習をする子どもたちもいたと聞きました。本番で力を出し切るために事前に準備を

してきたからこそ、白熱したレースになりました。バトンを落としてしまった場面があり

ましたが、それは全力を出した結果なので仕方のないことです。気にすることはありませ

ん。準備をして自信をもって臨んだことにこそ価値があります。 

 

運動会での子どもたちの姿から、「準備すること」

と「全力で取り組むこと」の大切さを改めて教えても

らった気がします。 

これからも、子どもたちの力を最大限に引き出せる

よう、教職員一丸となって全力で取り組んでまいりま

す。子どもたちの成長をぜひ見守ってください。 


